
　
尾
畑
酒
造
は
一
八
九
二

（
明
治
二
十
五
年
）、佐
渡

島
は
旧
・
真
野
町
で
尾
畑

与
三
作（
よ
そ
さ
く
）に
よ

っ
て
創
業
さ
れ
、百
二
十

八
年
に
渡
り
手
造
り
に
よ

る
ク
ラ
フ
ト
ス
タ
イ
ル
の

酒
を
醸
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

酒
造
り
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
四
宝
和
醸（
し
ほ
う
わ
じ

ょ
う
）」。こ
れ
は
、酒
造
り
の
三
大
要
素
と
言
わ
れ
る

「
米
」「
水
」「
人
」に
、酒
の
生
産
地
で
あ
る「
佐
渡
」を

加
え
、四
つ
の
宝
の
和
を
も
っ
て
醸
す
意
味
合
い
を

持
っ
て
お
り
、当
社
の
家
紋
・
四
つ

目
も
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

真
野
鶴
を
育
む
佐
渡
は
、２
０
１
１

年
に
、世
界
農
業
遺
産（GIAHS

）に

選
ば
れ
、朱
鷺
を
中
心
と
し
た
多
様

性
の
あ
る
生
き
物
を
優
し
く
育
む

農
業
を
進
め
て
い
ま
す
。朱
鷺
に
優

し
い
島
は
人
に
も
優
し
く
安
全
な

島
。そ
れ
は
酒
造
り
に
も
よ
い
影
響

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

歴
史
・
風
土
に
つ
い
て
尾
畑
酒
造

お
ば
た
し
ゅ
ぞ
う

酒
造
り
へ
の
想
い

弊
社
で
使
用
す
る
米
は
、

佐
渡
産
の
酒
造
好
適
米「

五
百
万
石
」、そ
し
て
新
潟

限
定
栽
培
酒
米「
越
淡
麗
」

な
ど
を
中
心
に
使
用
。佐

渡
相
田
ラ
イ
ス
フ
ァ
ー
ミ

ン
グ
に
よ
る「
朱
鷺
と
暮
ら

す
郷
づ
く
り
認
証
米
」制

度
に
則
り
、か
つ「
牡
蠣
殻

農
法
」（
水
田
に
引
く
用
水
を
牡
蠣
殻
に
通
す
こ
と

で
微
生
物
の
力
を
引
き
出
す
農
法
）を
用
い
た
減
農

薬・減
化
学
肥
料
に
よ
る
酒
米「
越
淡
麗
」や
、農
家

の
長
原
氏・田
中
氏・本
間
氏
に
よ
る
佐
渡
島
唯
一

の
山
田
錦
な
ど
、佐
渡
な
ら
で
は
の
酒
米
か
ら
個

性
溢
れ
る
日
本
酒
を
醸
し
て
い
ま
す
。

水
は
、島
の
南
北
に
連
な
る

二
つ
の
山
脈
の
雪
解
け
水

が
地
中
深
く
染
み
込
ん
だ

後
、自
然
の
ろ
過
に
よ
り
麓

に
湧
き
出
す
清
冽
を
極
め

た
軟
水
で
、そ
の
水
質
は
淡

麗
で
柔
ら
か
な
酒
を
醸
す

の
に
最
適
で
す
。

杜
氏 

工
藤 

賢
也

新潟
佐渡市

 

前
杜
氏
・
松
井
万
穂
よ
り
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
を
継
承
、

蔵
人
た
ち
は
島
内
で
も
唯
一
の

冬
期
間
無
休
の
蔵
人
泊
ま
り
込

み
に
よ
る
早
朝
仕
込
み
を
実
践

し
て
い
ま
す
。手
造
り
の
伝
統

に
新
し
い
技
術
を
融
合
す
る
こ

と
に
よ
り
、さ
ら
な
る
品
質
の
向
上
と
皆
さ
ま
に
よ
り
楽
し
ん
で

頂
け
る
味
わ
い
を
生
み
出
す
べ
く
研
鑽
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
姿
勢
と
努
力
に
よ
り
、真
野
鶴
は
全
国
新
酒
鑑
評
会（

日
本
）、イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ（
イ
ギ
リ
ス
）

な
ど
数
々
の
鑑
評
会
で
金
メ
ダ
ル
を
頂
い
て
い
ま
す
。

蔵
元
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

佐
渡
は
、
美
し
い
自
然
、
文
化
、
歴
史
が
あ
り
、「
日

本
の
縮
図
」
と
言
わ
れ
る
島
。
順
徳
天
皇
や
日
蓮
上

人
、
世
阿
弥
な
ど
が
配
流
さ
れ
た
歴
史
や
、
か
つ
て

は
世
界
一
の
産
出
量
を
誇
っ
た
佐
渡
金
山
の
興
隆
、

野
生
の
朱
鷺
と
の
共
生
を
図
る
た
め
に
積
極
的
に
行

わ
れ
て
い
る
環
境
保
全
活
動
、こ
れ
ら
一
連
の
歴
史
・

文
化
が
風
土
と
し
て
息
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
多
様
性
溢
れ
る
島
で
、

佐
渡
金
山
坑
道
で
の
熟
成
酒

造
り
や
、
佐
渡
の
棚
田
で

作
っ
た
お
米
で
の
酒
造
り
に

挑
ん
で
い
ま
す
。
佐
渡
が
酒

を
醸
し
、
そ
の
酒
が
ま
た
佐

渡
を
語
り
続
け
て
い
く
と
考

え
、
佐
渡
の
風
土
を
お
酒
に

込
め
て
い
る
の
で
す
。
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新潟を除く

720ml 4935787201622/JAN

/JAN 49357872016151800ml

12

+15以上日本酒度/

新潟

Ｄコード

720ml

28557

1800ml容量/入数 6

28556

純米酒としては原酒で日本酒度＋２０前後という超辛口。大吟醸と並ぶ、ある
いはそれ以上のモロミ日数である３０日以上の長い期間を掛けて、じっくりと仕
込みました。純米酒ながらスッキリとしていてキレ味鮮やかな限定醸造の逸品
です。

備考

酸度/ 1.1～1.3

使用米/ 五百万石、こしいぶき

60％ ＡＬＣ度/ 15.5精米歩合/

真野鶴 辛口純米
まのつる からくちじゅんまい

尾畑酒造

グレープやメロン、洋ナシ、ライチを彷彿とする馥郁たる香りが、口の中に含む
と優しく広がり淡雪のようにスーと消えていきます。味わいはやや濃くジュー
シーな甘味をしっかりと感じますが、辛口酒らしいキレの良さがあり、後口は綺
麗で静かに余韻が引いていきます。

備考 新潟を除く

720ml /JAN 4935787202568

1800ml /JAN 4935787202551

容量/入数 1800ml 6 720ml 12

Ｄコード 28552 28553

酸度/ 1.1～1.3 日本酒度/ +3～4

使用米/ 五百万石

精米歩合/ 55％ ＡＬＣ度/ 15.5

新潟 尾畑酒造

まのつる じゅんまいぎんじょう

真野鶴 純米吟醸

日本酒度＋８の辛口ながら、なめらかな口当たり、しっとりとした米の旨みと軽
快さがバランスよく、後味の酸がキリリと味を引き締めます。ブリの旨みを高め
る日本酒。特に青魚の脂がとろける温度のぬる燗は、ブリの旨みと甘みをより
一層じっくり味わえます。純米の酸で後味も爽やか。

備考 新潟を除く

720ml /JAN 4935787205095

1800ml /JAN 4935787205088

1800ml 6 720ml 12容量/入数

+8

Ｄコード 28554 28555

65％ ＡＬＣ度/ 16.5

酸度/ - 日本酒度/

真野鶴 純米 Brease
使用米/ こしいぶき

精米歩合/

新潟 尾畑酒造

まのつる じゅんまい ぶりーず


